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Ⅰ．はじめに
　2020 年東京オリンピック・パラリンピックを２年
後に控え、近年スポーツ指導者の資質向上が顕著な課
題である。日本スポーツ協会伊藤雅俊会長３）は『プ
レーヤーズセンタード』という言葉を発信している３）。
プレーヤーズセンタードとは、「プレーヤーと関わり
を持つ全ての人々（以下、アントラージュ：保護者、
アスレティックトレーナー、スポーツドクター、マ
ネージャー、審判員、メディアなど）も、それぞれの
Well-being（良好・幸福な状態）を目指しながら、プ
レーヤーをサポートしていく」という考え方である。
スポーツ指導者もアントラージュの例外ではなく、伊
藤３）はスポーツ指導者に向けて「スポーツ指導者は
スポーツの主役である“プレーヤー”が望むスポーツ
活動を理解しながら、プレーヤーの成長を促す役割を
担っている。スポーツ指導者自身の考えを一方的にプ
レーヤーに伝えるのではなく、気づきを促し、成長に
導いていくコーチング」を提唱している。昨今のスポ
ーツ界において発生した、文化としてのスポーツの価
値が脅かされる事案（ドーピング、加盟スポーツ団体
のガバナンス低下、スポーツ指導者 [ 監督・コーチ ]
による不適切な指導など）もあり、スポーツ指導者に
は『プレーヤーセンタード』という理念を念頭にした
指導が求められる。そのためにも、選手の心理的特性
を理解することは非常に重要であり、メンタル面のア
セスメントを行う代表的な尺度として、TSMI（日本
体育協会競技意欲検査）、MPI（モーズレイ性格検査）、
SCAT（スポーツ競技不安テスト）などがあげられ
る。これらの尺度を用いては全日本中学生長身者合宿
参加バレーボール選手を対象とした先行研究（飯塚他
（2017）１）、池田他（2017）２）、野口他（2013）５））で
は、競技経験年数などにおいて選手の特徴を明らかに
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【要　約】
　本研究は、2017 年度の全日本高校生選抜合宿参加バレーボール選手のデータを用い、競技経験年数・現在のポジショ
ン継続年数の違いによる心理的特性をTSMI（日本体育協会競技意欲査）、SCAT（スポーツ競技不安テスト）、MPI（モー
ズレイ性格検査）から明らかにし、プレーヤーのメンタル面を思慮に入れたコーチングに（本研究ではバレーボール）関
する一資料に役立てることを目的とした。その結果、TSMI については、平均競技経験年数・現在のポジション継続年数
ともに、長期群の対象者の方が短期群の対象者よりも高い競技意欲を持っていることが示唆された。SCAT、MPI の得点
と平均競技経験年数・現在のポジション継続年数との検討の結果、有意差は認められなかったが、SCAT の結果として、
競技に対する不安は中程度であることが明らかとなった。また、MPI の結果から、今回の対象者のような競技水準が高
い集団において、内向性－外向性、神経症傾向ともに“普通”であることが明らかとなった。しかし、先行研究（池田、
2017）２）では有意な差が認められていた為、縦断的な研究を重ねることで心理的特性が明らかになると推察される。また、
本研究の対象者は将来が期待される者であるため、大学生、その後とどのような精神的な変化があるのか今後も引き続き
調査していくことでバレーボールのコーチングにおける一資料となることを期待する。
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してきた。しかし、高校生など、より競技水準の高い
選手では未解明な部分が多い。また、競技経験年数以
外に新たな検討が必要である。
Ⅱ．目的
　本研究は 2017 年度の全日本高校生選抜合宿参加バ
レーボール選手のデータを用い、競技経験年数・現
在のポジション継続年数の違いによる TSMI、MPI、
SCATの得点を比較・検討することにより、プレーヤー
のメンタル面を思慮に入れたコーチングに（本研究で
はバレーボール）関する一資料に役立てることを目的
とした。
Ⅲ．方法
１．調査対象と調査時期
　2017 年度の全日本高校選抜合宿参加バレーボール
選手（男子 24 名、女子 23 名、計 47 名）を対象とし
て 2018 年３月に調査を実施した。尚、対象者は将来
性が期待される高校生の中でもトップレベルの選手と
いえる。
２．調査方法
　関係者の承諾を得た後、調査用紙を郵送にて発送、
回収した。調査の場所・時間帯については、関係者
の任意により決定された。
３．調査内容
　調査用紙は TSMI（日本体育協会競技意欲検査）、
SCAT（競技不安）、MPI（モーズレイ性格検査）の
尺度に加え、年齢、競技歴、ポジション継続年数、身
長、体重、垂直跳び、最高到達点を問うフェイスシー
トを「バレーボール選手の競技に対する意識調査」と
して実施した。
４．分析方法
　本研究で得られたデータの統計処理は、全て表計算
ソフト「MicrosoftExcel2010」、および統計処理ソフ
ト「SPSS21.0 forWindows」を利用し独立二群間の t
検定を行い、有意水準は５％未満とした。また、10％
未満を傾向として扱った。
Ⅳ．結果
１．TSMI（日本体育協会競技意欲検査）について
（１）対象者の特徴を表１に示した。また、対象者の
平均競技年数は 7.1（± 2.7）年であり、競技年数が７
年以下の短期群（20 名）と７年以上の長期群（27 名）
の２群に分けた。また、現在の平均ポジション継続
年数は 4.2（± 2.4）であり、ポジション継続年数が４
年以下の短期群（25 名）と４年以上の長期群（22 名）
の２群に分けてそれぞれ検討を行った。
（２）TSMI 得点と競技経験年数での検討
　困難の克服・勝利志向性・失敗不安おいて長期群
のほうがポジティブな傾向がみられた（p<0.1）.闘志
（p<0.05）において長期群のほうが有意に高い得点を
示した（表２）。
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（３）TSMI 得点とポジション継続年数での検討
　勝利志向性（p<0.05）において長期群のほうが有意
に高い得点を示した（表３）。
２．SCAT（競技不安）について
　競技経験年数、ポジション経験年数における独立二
群間のｔ検定を行った結果、競技経験年数、ポジショ
ン経験年数において短期群と長期群に有意な差は認め
られず、競技不安については“中程度”の評価された
ものが多かった（図１）。尚、SCAT の評価基準を表
４に示した。
３．MPI（モーズレイ性格検査）について
（１）MPI は内向性 - 外向性を示すＥ尺度、神経症的
傾向を示すＮ尺度、回答の正確さを示すＬ尺度から構
成されている。ここでは対象者 47 名のうち、Ｌ尺度
をクリアした 39 名（男子 23 名、女子 16 名）を抽出
した対象者の特徴を表４に示した、また、対象者の平
均競技経験年数は 7.0（± 2.8）年であり、競技経験年
数が７年以下の短期群（17 名）と７年以上の長期群
（22 名）の２群に分けた。また、現在の平均ポジショ
ン継続年数は 4.2（± 2.4）であり、ポジション継続年
数が４年以下の短期群（21 名）と４年以上の長期群
（18 名）の２群に分けてそれぞれ分析を行った。尚、
MPI の評価基準を表６に示した。
（２）MPI 得点と競技経験年数での検討
Ｅ尺度（内向性 - 外向性）では、長期群が短期群より
高い値を示したが有意差は認められなかった。内向性
- 外向性の傾向は“普通”と“やや外向的”と評価さ
れた者が多かった。Ｎ尺度（神経症的傾向）において
も、長期群が短期群より高い値を示したが有意差は認
められなかった。神経症的傾向は“普通”と評価され
た者が多かった（図２）。
41
（３）MPI 得点とポジション継続年数での検討
　Ｅ尺度（内向性 - 外向性）では、短期群が長期群よ
り高い値を示したが有意差は認められなかった。内向
性 - 外向性の傾向は“普通”と“やや外向的”と評価
された者が多かった。Ｎ尺度（神経症的傾向）におい
ても、短期群が長期群より高い値を示したが有意差は
認められなかった。神経症的傾向は“普通”と評価さ
れた者が多かった（図３）。
Ⅴ．考察
　対象者の特徴の平均年齢と競技経験年数、ポジショ
ン経験年数から、競技開始時は、短期群は小学校高学
年から中学生入学以降に、長期群は小学校入学前、あ
るいは低学年頃からであると考えられる。また、現在
のポジション開始時は、短期群は中学生以降、長期群
は小学生の頃から現在に至るまでポジションを継続
していることが窺えた。TSMI については、平均競
技経験年数・現在のポジション継続年数ともに、長期
群の対象者の方が短期群の対象者よりも高い競技意欲
を持っていることが示唆された。SCAT での検討で
は、短期群と長期群に有意差は認められなかったが、
SCAT の結果として、競技に対する不安は“中程度”
であることが明らかとなった。また、MPI において
も、競技水準の高い今回の対象者の内向性－外向性、
神経症傾向ともに“普通”であることが明らかとなっ
た。　しかし、先行研究（池田、2017）2）では有意な
差が認められていた為、縦断的な研究を重ねること
で心理的特性が明らかになると推察される。
Ⅵ．結論
　本研究は、競技経験年数・現在のポジション継続年
数の違いによる TSMI、MPI、SCAT の得点を比較・
検討することにより、プレーヤーのメンタル面を思慮
に入れたコーチングに（本研究ではバレーボール）関
する一資料に役立てることを目的とし、以下のような
結果を得た。
１．TSMI について、平均競技経験年数・現在のポジ
ション継続年数ともに、長期群の対象者の方が短期群
の対象者よりも高い競技意欲を持っていることが示唆
された。
２．平均競技年数・現在のポジション経験年数と
MPI、SCATでの検討では有意差は認められなかった
が、MPIの結果として競技水準の高い今回の対象者の
内向性－外向性、神経症傾向ともに“普通”であるこ
とが明らかとなった。また、SCAT においても、競
技に対する不安は、“中程度”であることが明らかと
なった。
　本研究の結果から、メンタル面を思慮に入れたコー
チングとして、選手自身のメンタルマネジメントや指
導者の指導方法などは画一的なものにとらわれず、選
手個々にあった方法を用いる必要性が示唆された。ま
た、本研究の対象者は将来を有望視される逸材者であ
るため、縦断的研究を実施することで今後のバレー
ボールのコーチングに資する資料が提示できると思わ
れる。
参考文献
１）飯塚駿・遠藤俊郎・池田志織・田中博史・横矢勇一 .2016
年度全日本高校生選抜合宿・中学長身者選合宿参加バ
レーボール選手の心理的特性に関する研究②‐競技年数
と TSMI に着目して－ . 日本体育学会大会予稿集（68）,
101,2017.
２）池田志織・遠藤俊郎・・飯塚駿・田中博史・横矢勇一・三
井勇・安田貢 .2016 年度全日本高校生選抜合宿・中学長
身者選合宿参加バレーボール選手の心理的特性に関する
研究‐競技年数と MPI,SCAT に着目して①－ . 日本体
育学会大会予稿集（68）,101,2017.
３）伊藤雅俊 .SportJapan201809-10（Vol.39）. 公益財団法人
　日本スポーツ協会 .２-3,2018.
４）川勝佐希・國土将平・森田憲輝・鈴木和弘・渡邊將司・笠
次良爾・上地宏昭・長野真弓・山津幸司・堤公一・辻延浩・
久米大祐・石井好次郎 . 大規模調査から確認された思春
期前期の子どもの身体活動とメンタルヘルス . 体力科学
66（１）,70-70,2017.
５）野口将秀・遠藤俊郎・田中博史・横矢勇一 . 心理的適性か
らみた競技意欲と性格特性の関係―全日本バレーボール
選手を対象に―. 体育の科学 ,63（４）.杏林書院：327-
332,2013.
山梨学院大学  スポーツ科学研究，第２号，39 - 42，2019
42
